
八
月
二
十
六
日
、
第
二
学
期
始
業
式
。

全
校
児
童
が
、
き
り
っ
と
し
た
表
情
と
姿
勢
で
式

に
臨
み
ま
し
た
。
夏
休
み
を
終
え
て
一
段
と
た
く
ま

し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

式
で
は
、
笠
岡
高
校
三
年
生
の
植
松
蒼
さ
ん
の
話

を
し
ま
し
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
虫
が
好
き
だ
っ
た
植

松
さ
ん
は
、
あ
る
疑
問
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
れ
は
、『
セ

ミ
の
寿
命
は
一
週
間
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
セ
ミ
の

死
骸
を
夏
の
間
に
見
か
け
る
こ
と
が
少
な
い
。
な
ぜ

だ
ろ
う
か
。
』
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
疑
問
を
き
っ

か
け
に
、
自
分
で
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
方
法
は
、
『
①
セ
ミ
の
羽
に
ペ
ン
で
番
号
を
書
い

て
放
す
。
②
も
う
一
度
捕
ま
え
る
。
③
そ
れ
を
二
ヶ

月
間
繰
り
返
す
。
』
と
い
う
も
の
で
す
。
植
松
さ
ん
は
、

八
百
六
十
三
匹
に
番
号
を
つ
け
て
放
し
、
そ
の
内
の

十
五
匹
を
捕
ま
え
て
ま
た
放
し
、
そ
の
内
の
四
匹
を

ま
た
捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。
こ
の
調

査
結
果
か
ら
、
『
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
／
三
十
二
日
間

ツ
ク

ツ
ク
ホ
ウ
シ
／
二
十
六
日
間

ク
マ
ゼ
ミ
／
十
五
日

間
』
の
最
長
記
録
を
発
見
し
た
の
で
す
。

植
松
さ
ん
は
、
『
中
四
国
地
区
生
物
系
三
学
会
合
同

大
会
・
高
校
生
の
部
・
最
優
秀
賞
』
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
「
疑
問
を
解
決
す
る
た

め
に
、
自
ら
考
え
て
取
り
組
ん
だ
点
が
認
め
ら
れ
た

の
で
は
。
」
と
高
い
評
価
を
受
け
た
こ
と
を
喜
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。
『
虫
が
好
き
』
と
い
う
思
い
が
、
こ
の

ね
ば
り
強
い
取
組
の
原
動
力
に
な
っ
た
の
だ
と
感
心

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

運
動
会
、
音
楽
会
、
学
芸
会
等
々
、
大
き
な
行
事

が
目
白
押
し
の
二
学
期
。
勢
い
で
わ
あ
っ
と
や
っ
て

し
ま
う
の
で
は
な
く
、
一
日
一
日
、
一
時
間
毎
に
『
め

あ
て
→
活
動
→
振
り
返
り
』
サ
イ
ク
ル
を
回
し
な
が

ら
、
よ
り
よ
い
も
の
と
な
る
よ
う
自
ら
考
え
自
分
事

と
し
て
行
動
し
た
い
も
の
で
す
。

保
護
者
、
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

発行：令和元年８月３０日

新見市立新砥小学校

校長 赤木 倫子

８月３日、４日と『あら塩っ子宿泊体験活動』を行いました。

想像を遙かに上回る子ども達のエネルギー。ＣＳ、保護者の皆

様の活気に満ちた力強いご支援により、大成功の活動となりま

した。感謝申し上げます。子ども達は、挨拶や活動後のお礼の

言葉、振り返り等において、自分の思いを確かな言葉で伝えよ

うとする姿に大きな成長がみられました。周りの人との交流を

深めながら活動を思いっきり楽しむ新砥っ子。今後もよい伝統

として継続したいものです。

段 ボ ー ル 釜 で の 昼 食 づ く り

竹 の 器 、 箸 、 そ う め ん 流 し セ ッ ト

龍 王 寺 で の お 話

そ う め ん 流 し

他にも

いろい

ろな活

動が･･･
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３日（火） おでかけ健康教室 １８日（水） ﾉｰﾒﾃﾞｨｱﾃﾞｰ 15:00下校

４日（水） 委員会 ﾉｰﾒﾃﾞｨｱﾃﾞｰ 15:00下校 １９日（木） 杉原先生絵画教室 ５，６年

１１日（水） 運動会予行 ２０日（金） 口座引き落とし日

ﾉｰﾒﾃﾞｨｱﾃﾞｰ 15:00下校 定時退校日

１２日（木） 移動図書館車 ２１日（土） 運動会予備日

１３日（金） 運動会準備 １４：４５～ ２３日（月） 秋分の日

１５日（日） 新砥運動会 ２４日（火） 授業研修会 15:00下校

１６日（月） 敬老の日 ２５日（水） クラブ 銭太鼓練習

１７日（火） 振替休業日 ﾉｰﾒﾃﾞｨｱﾃﾞｰ 15:00下校

２６日（木） 避難訓練

２年ぶりに「新見ふるさと祭り」

「そろって踊ったで賞」受賞

7 月 25 日(木)、新見市学童水泳記録会が行われました。
初めて挑戦した子ども、自己ベストを出した子どもなど、

練習の成果を発揮してがんばりました。中でも、男子リ

レーは、１０年ぶりに入賞することができました。練習

の仕方などを下学年の子ども達が受け継いでほしいと思

います。

新見市学童水泳記録会

男子リレー 第６位 ２分５８秒６

８月１０日（土）、企画部で計画しました「新見ふる

さとまつり」へ、児童１７名、保護者１６名で参加しま

した。看板を企画部員で手作りし、練習も２回しっかり

とし、おそろいの T シャツ・ポロシャツで本番に臨み
ました。たくさんの踊り連の中で、親子一緒に楽しく元

気よく踊った結果、「そろって踊ったで賞」をいただく

ことができました。夏休みの楽しい思い出になったこと

と思います。

子ども達の感想

○おきゃくさんがいっぱいいたけど、がんばっておどったよ。（ひろし）

○２いになってうれしかった。らいねんは１いになりたい。（しゅんや）

○おそくまでおどったら、おばけがきちゃうところだったよ。（そうご）

○しょうがもらえて、よかったよ。（かいと）

○おどるのがとてもたのしかった。（すずね）

○つかれたけど、しょうがもらえてよかった。（志歩）

○本番は、思った通りにおどれてよかった。（美桜）

○２時間もおどってきつかったけど、楽しくおどれた。（ 結希乃）

○次におどるときは、もっとがんばりたい。（文乃）

○みんなでがんばったから、賞が取れたよ。（範佳）

○あらとっ子連で初めて賞が取れたので、うれしかった。（志穂菜）

○来年もふるさと祭りに出て、今度は違う賞を取りたい。（遥人）

○賞を取ったとき、練習をがんばってよかったと思った。（翔真）

○３年目にして賞がもらえたので、うれしかった。（果穂）

○何時間踊っても、踊り足りないくらい楽しかった。（奈々）

○踊り連最後の参加で初めて賞がもらえたので、いい思い出になった。

（絆）

○みんなが声を出して楽しく踊ったので、賞がもらえたと思う。（蓮菜）

学校運営協議会研修会に参加して

8/22 ＣＳ委員 逸見孝明様寄稿

「地域と協働して進めるキャリア教育の必要性」
と題して、スクール・アドバイザー・ネットワー
ク理事長の生重幸恵氏による講演を聞きました。おかやま創生小・
中学校スーパーアップ事業の一部として、国のスーパーアドバイザ
ーである生重氏に講演を依頼されています。
少子高齢化、人口減少の時代にいかにして地域を守り、子ども達

に地域を愛する心を持たせるか、躾や基本的な生活習慣を教えられ
るか。それを学校や家庭で行うには、時代が急激に変容し、地域の
人たちに特に人生経験の豊富な元気な高齢の方たちの協力を得る必
要があるのです。それが、学校運営協議会で協議され、地域の方を
学校に招き、協力をいただくことです。地域の中にいては、地域の
宝や良い所は見えにくいものです。地域外の方や新規就農者・Ｕタ
ーンＩターンなどの方の意見を聞き、地域の宝を見つけ、学校教育
や情操教育に役立てていくことも大切です。家庭教育を学校や地域
に任せるのではなく、親としてしっかりと子育てができる環境を地
域が支えることも大切です。まさに、新砥っ子を育てている私たち
の話のようでした。
約４０人の関係者が講演を聞きましたが、哲多の関係者は大佐中

学校長の上村先生と私だけでした。資料を添えて報告としますが、
（小学校に保管）機会があれば、皆さんと内容を共有したいと思い
ます。

講演
『地域と協働して進
めるキャリア教育
の必要性』

講師
生重幸恵 氏
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